
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

【校訓】 

大きな夢を 

(その実現に向けて) 

明るく 正しく たくましく  枕崎市立別府小学校 ＴＥＬ76－3452 

 
令和６年５月１６日 

 

５月のある日，３年生の    さんが，「校長先生，児童玄関の上にツバメ 
の赤ちゃんがいますよ。」と教えてくれました。 
言われたとおり見に行ってみると，巣からひょっこり顔を出す５羽のヒナを 
確認できました。今年もまた，恒例のツバメの子育てが始まったのです。 
 
昔から，ツバメが巣を作る家は「縁起がいい」とされてきました。ツバメは，人や農作物にと

っての害虫（ハエ，蚊，バッタなど）を餌として食べてくれるので，無病息災や豊作をもたらすと言
われてきたからです。また，カラスなどの天敵が近づきにくい「人の出入りの多い場所」や，巣作
りを見守ってくれるような「優しい人が集まる場所」を選んで巣を作ることから，「商売繁盛」
や「幸運」の象徴とも言われています。今年もツバメが別府小で巣作り・子育てをしてくれ
たということは，きっとたくさんの「いいこと」が別府っ子に訪れることでしょう。だから，毎日
のフン掃除も，ありがたく思いながら取り組んでいるところです。 

 
ツバメは，巣作りからヒナの巣立ちまでをオス・メス共同で行うそうです。抱卵（卵を温める）は，
主にメスが行いますが，餌とりや水飲みに出る時には，オスが代わって抱卵します。メスが抱卵中，
オスは外敵が巣や卵を襲ってこないか見張りもします。ヒナが生まれると，今度は給餌が始まりま
す。刺激しないよう気を付けながら給餌の様子を観察してみました。すると，わずか数分の
間に，親鳥が交互に何度も何度も餌を運んでいました。ヒナが大きくなってくると，１時間に
２０～３０回も餌を運ぶそうで，親ツバメは休む間もなく大忙しです。観察しながら，「どのヒ
ナにも平等に餌を食べさせているのかなあ。」と疑問がわいてきました。調べてみると，親鳥
は一番お腹を空かせたヒナの鳴き声をちゃんと聞き分けて，どのヒナも均等に食べられるように餌
を与えていることが分かりました。つまり，親ツバメは，どの子にも「分け隔てなく愛情を注いでい
る」のです。ツバメ，すごい！ 

 
オス・メス協力して子育てに大奮闘するツバメを見ながら，「自分は子育てに積極的に関わ
っていたかなあ。（初めて教頭になったとき，長男３歳，長女０歳だったのに，連日業務に追
われ，妻に任せっきりでした。）」，「二人の子どもに分け隔てなく接していたかなあ。（長男
には結構厳し過ぎたかも…。）」と，自分自身の子育てへの関わりを反省することでした。 

 
ヒナたちは，親鳥の愛をたっぷりと受けながら順調に成長しています。５羽のヒナには巣も窮屈
になってきたように見えます。巣立つ日も近そうです。子どもたちとともに，ツバメの子育てと雛鳥
の巣立ちを見届けたいなと思います。頑張れ，ツバメ×ファミリー！ 

 

TSUBAME×FAMILY（ツバメ×ファミリー） 
校長 吉見 一弥 

PTA総会の中でもお知らせしましたが，ぜひ「自力登校」に取り組みましょう。これは，別府小・
中学校の共通実践事項でもあります。子どもたちの健全な心身の育成のために，「自力登校看板
（約１ｋｍ）」目安として，取り組んでいただけるとありがたいです。 

【やむを得ない理由により送迎される場合は，必ずお守りください】 
※ 学校前の広場は，許可を得ていますので，乗降に利用されてください。 
※ Ａコープ，セブンプラザの駐車場での乗降は禁止です。店舗へのご迷惑となります。 
※ 学校付近の県道での乗降は大変危険です。絶対に行わないでください。 
※ 病気やけが等やむを得ない理由で送迎する場合，校内に車両を乗り入れて構いません。そ
の際，登下校児童の安全には十分気を付けてください。 

レッツ自力登校！～１ｋｍを目安に歩いて登校しよう～ 

４月２４日（水），１年生を迎える会がありました。運営委
員会の進行のもと，じゃんけん列車などのゲームをして，子
どもたちの歓声が体育館中に響いていました。最後に，１年
生がとても元気よくお礼の言葉を発表しました。みんなの笑
顔いっぱいのすてきな会になりました。運営委員会のみなさ
ん，大成功でしたね。楽しい会をありがとう。 

ようこそ１年生の皆さん！ 盛り上がった１年生を迎える

会 

５月２日（木），不審者対応訓練を実施し
ました。枕崎警察署の    様，    様に指
導していただきました。子どもたちは，いざと
いう場合の行動について，改めて考える良
い機会になりました。不測の出来事に対し
て，日頃から緊急時にも対応できるように危
機意識を高めていく必要があります。ご家庭
でもご指導をよろしくお願いいたします。 

４月２５日（木），交通安全教室を実施しま
した。枕崎警察署の   様と市危機管理課の      
様に，安全な道路横断の仕方や自転車

の点検の仕方と安全な乗り方を指導していた
だきました。校庭の模擬道路を使っての練習
に子どもたちは，真剣に取り組んでいました。
今後も交通事故等に遭わないように継続した
指導を行ってまいります。 

自分の命は自分で守る！交通安全教室・不審者対応訓練 

２日（日）日曜参観 家庭教育学級 授業参観  
緊急時引渡し訓練（４校時） 

３日（月）振替休日 
５日（水）全国小学校はみがき大会(５年) 
        ６年修学旅行（～６日）  
７日（金）６年休養措置日 
８日（土）土曜授業日 Lスキルタイム 
        芋植え（２年） 
        黒潮相撲大会（駒場公園） 
１２日（水）児童総会  

 

レッツ新聞投稿！南日本新聞「ひろば」掲載 

 働く意味を考える   ６年  
５時間目に道徳がありました。道徳では初めに教

科書を開かずに先生から質問があります。そのときに
将来の夢を聞かれたので，わたしはとっさに「美容
師」と答えてしまいました。しかし，よく考えると，「薬剤
師」になりたかったんだと思いました。 
 道徳の授業では，働く人の気持ちを考えました。仕
事によって働くときの気持ちがちがうということが分
かりました。また，わたしたちが将来，どのような気持
ちで仕事をするのかを考えるときに，友達の多くは
「お金のため」と書いていました。家に帰って，母に
「どんな気持ちで働いているの。」と尋ねると，「お客
さんが困らないようにしているよ。」と答えてくれまし
た。考えていることや努力していることが人や職業に
よってちがうのは，おもしろいなと思いました。 わたし
は将来どんな職業について，何を目的に働くのかが，
まだはっきりとはしていませんが，「人のために頑張
る」ことは大切にしたいと思います。 

漁師になりたい     ５年  
ぼくは，去年の４月に伊佐市から枕崎市に引っ越して

来ました。友達づくりから始めなければいけないので，不
安でいっぱいでした。友達をつくるには，スポーツが一番
です。ぼくは，バレーボールスポーツ少年団に入りまし
た。同じ学年の男子もいっしょに入ったので，練習をがん
ばるうちに，大の仲良しになりました。そこから友達の輪
を広げ，別府小での生活が楽しくなってきました。   
 ４年生での一番の思い出は，しょう来の夢について調
べ，発表したことです。ぼくの夢は「漁師」です。それは，
前の学校の親友と夢の約束をしているからです。はなれ
ていても同じ夢に向かってかんばりたいです。お母さん
たちの前での発表はかなりきんちょうしましたが，自信を
もって自分の思いを伝えることができました。 
 いよいよ４月からは，別府小のサブリーダー，５年生に
なりました。朝の体カつくリやボランティアをがんばろうと
思います。一人一人のことを真けんに考え行動する別府
小にしていきたいです。 
 

１３日（木）家庭学習強調週間（～２１日） 
         スクールカウンセラー来校 
１４日（金）市民あいさつ運動 
１７日（月）のはら’Ｓ読み聞かせ 
１８日（火）歯科指導（４・６年）  
２１日（金）交流給食 スマイルグループで遊ぶ日 

第１回学校関係者評価委員会  
２６日（水）プール掃除（５・６年） 
２８日（金）水泳参観 学校保健委員会  

学級ＰＴＡ ＰＴＡ代議員会（日中開催） 

６
月
行
事
予
定 


